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(57)【要約】
【課題】効率よく皮剥作業ができる皮剥装置を提供する
。
【解決手段】皮剥装置１は、筒状体３と、この筒状体３
内の被皮剥物を下方から支持する回転体４とを備える。
筒状体３は筒状板部51を有し、この筒状板部51には、複
数の筒状体孔部52を形成する。筒状板部51のうち各筒状
体孔部52に臨んだ部分には、皮剥用の筒状体刃部を内方
突出状に形成する。回転体４は回転板部73を有し、この
回転板部73には、複数の回転体孔部77を形成する。回転
板部73のうち各回転体孔部77に臨んだ部分には、皮剥用
の回転体刃部を上方突出状に形成する。
【選択図】図１



(2) JP 2013-17444 A 2013.1.31

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被皮剥物が投入される筒状体と、
　この筒状体内の被皮剥物を下方から支持する回転体とを備え、
　前記筒状体は、
　筒状板部と、
　この筒状板部に形成された複数の筒状体孔部と、
　前記筒状板部のうち前記各筒状体孔部に臨んだ部分に内方突出状に形成された皮剥用の
筒状体刃部とを有し、
　前記回転体は、
　回転板部と、
　この回転板部に形成された複数の回転体孔部と、
　前記回転板部のうち前記各回転体孔部に臨んだ部分に上方突出状に形成された皮剥用の
回転体刃部とを有する
　ことを特徴とする皮剥装置。
【請求項２】
　筒状体刃部は、孔形成装置による筒状体孔部の形成の際に、筒状板部の一部の折り曲げ
により形成され、
　回転体刃部は、前記孔形成装置による回転体孔部の形成の際に、回転板部の一部の折り
曲げにより形成される
　ことを特徴とする請求項１記載の皮剥装置。
【請求項３】
　筒状板部は、内方に向かって膨出する内方膨出部分を有し、
　回転板部は、上方に向かって膨出する上方膨出部分を有する
　ことを特徴とする請求項１または２記載の皮剥装置。
【請求項４】
　筒状体孔部および筒状体刃部が、筒状板部の内方膨出部分に形成され、
　回転体孔部および回転体刃部が、回転板部の上方膨出部分に形成されている
　ことを特徴とする請求項３記載の皮剥装置。
【請求項５】
　筒状体の筒状板部には、被皮剥物を取り出すための開口部が形成され、
　前記開口部を開閉する開閉体を備え、
　前記開閉体には、筒状体孔部および筒状体刃部と同じ開閉体孔部および開閉体刃部が形
成されている
　ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか一記載の皮剥装置。
【請求項６】
　筒状体の筒状板部および回転体の回転板部は、いずれもステンレス板にて構成されてい
る
　ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれか一記載の皮剥装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、効率よく皮剥作業ができる皮剥装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば特許文献１に記載された皮剥装置が知られている。
【０００３】
　この従来の皮剥装置は、被皮剥物が投入される円筒状の筒状体（皮剥筒）と、この筒状
体内の被皮剥物を下方から支持する円板状の回転体（回転ディスク）とを備えている。そ
して、筒状体の内周面は、多孔性のパンチングメタルで構成されている。回転体の上面は
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、カーボランダム粒子が固定されてやすり状の面となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平５－８４０５７号公報（図２、図３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の皮剥装置のように、筒状体の内周面を通常のパンチングメタ
ルで構成しかつ回転体の上面をカーボランダム粒子からなるやすり状の面で構成したもの
では、効率よく皮剥作業ができないおそれがある。
【０００６】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、効率よく皮剥作業ができる皮剥装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の皮剥装置は、被皮剥物が投入される筒状体と、この筒状体内の被皮剥物
を下方から支持する回転体とを備え、前記筒状体は、筒状板部と、この筒状板部に形成さ
れた複数の筒状体孔部と、前記筒状板部のうち前記各筒状体孔部に臨んだ部分に内方突出
状に形成された皮剥用の筒状体刃部とを有し、前記回転体は、回転板部と、この回転板部
に形成された複数の回転体孔部と、前記回転板部のうち前記各回転体孔部に臨んだ部分に
上方突出状に形成された皮剥用の回転体刃部とを有するものである。
【０００８】
　請求項２記載の皮剥装置は、請求項１記載の皮剥装置において、筒状体刃部は、孔形成
装置による筒状体孔部の形成の際に、筒状板部の一部の折り曲げにより形成され、回転体
刃部は、前記孔形成装置による回転体孔部の形成の際に、回転板部の一部の折り曲げによ
り形成されるものである。
【０００９】
　請求項３記載の皮剥装置は、請求項１または２記載の皮剥装置において、筒状板部は、
内方に向かって膨出する内方膨出部分を有し、回転板部は、上方に向かって膨出する上方
膨出部分を有するものである。
【００１０】
　請求項４記載の皮剥装置は、請求項３記載の皮剥装置において、筒状体孔部および筒状
体刃部が、筒状板部の内方膨出部分に形成され、回転体孔部および回転体刃部が、回転板
部の上方膨出部分に形成されているものである。
【００１１】
　請求項５記載の皮剥装置は、請求項１ないし４のいずれか一記載の皮剥装置において、
筒状体の筒状板部には、被皮剥物を取り出すための開口部が形成され、前記開口部を開閉
する開閉体を備え、前記開閉体には、筒状体孔部および筒状体刃部と同じ開閉体孔部およ
び開閉体刃部が形成されているものである。
【００１２】
　請求項６記載の皮剥装置は、請求項１ないし５のいずれか一記載の皮剥装置において、
筒状体の筒状板部および回転体の回転板部は、いずれもステンレス板にて構成されている
ものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、筒状体の内方突出状の筒状体刃部と回転体の上方突出状の回転体刃部
とによって被皮剥物の皮が剥かれるため、効率よく皮剥作業ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】本発明の一実施の形態に係る皮剥装置の分解斜視図である。
【図２】同上皮剥装置の上方側斜視図である。
【図３】同上皮剥装置の下方側斜視図である。
【図４】同上皮剥装置の開閉体の開状態時の上方側斜視図である。
【図５】同上皮剥装置の開閉体の開状態時の下方側斜視図である。
【図６】同上皮剥装置の正面図である。
【図７】図６のＡ－Ａ断面図である。
【図８】同上皮剥装置の概略縦断面図である。
【図９】同上皮剥装置の筒状体の斜視図である。
【図１０】同上筒状体の平面図である。
【図１１】同上筒状体の正面図である。
【図１２】図１１のＢ－Ｂ拡大断面図である。
【図１３】同上皮剥装置の回転体の上方側斜視図である。
【図１４】同上回転体の下方側斜視図である。
【図１５】同上回転体の平面図である。
【図１６】図１５のＣ－Ｃ拡大断面図である。
【図１７】同上回転体の正面図である。
【図１８】同上回転体の分解斜視図である。
【図１９】孔形成装置のパンチ部品およびダイ部品を示す正面図である。
【図２０】同上パンチ部品およびダイ部品を示す下方側斜視図である。
【図２１】同上パンチ部品およびダイ部品を示す上方側斜視図である。
【図２２】（ａ）～（ｃ）は刃部の形成方法の説明図である。
【図２３】本発明の他の実施の形態の皮剥装置の一部分解斜視図である。
【図２４】同上皮剥装置の回転体の部分斜視図である。
【図２５】同上回転体の回転板部の断面図である。
【図２６】（ａ）が回転体刃部が形成される前の平面図であり、（ｂ）が回転体刃部が形
成された後の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の一実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１ないし図８において、１は皮剥装置で、この皮剥装置１は、被皮剥物ａの皮を剥く
皮剥作業を行うものである。なお、被皮剥物ａは、例えば皮を有する略球形状のもので、
ジャガイモ、サツマイモ、里芋等の芋類、或いは果物等である。
【００１７】
　皮剥装置１は、上方に向かって開口する本体筒状部７を有する装置本体２と、本体筒状
部７内に出し入れ可能に配設され複数の被皮剥物ａが上面開口部８から内部に投入される
上下方向の筒状体３と、本体筒状部７内に出し入れ可能に配設され筒状体３内の被皮剥物
ａを下方から支持する水平状の回転体４と、この回転体４を定位置に位置した筒状体３に
対して上下方向の回転中心軸線Ｘを中心として所定方向に回転させる回転駆動手段５とを
備えている。なお、回転体４の回転中心軸線Ｘは、筒状体３の軸芯（上下方向中心軸線）
を通る線である。
【００１８】
　装置本体２は、本体筒状部７と、この本体筒状部７を支持する支持部９とを有している
。この支持部９は、前後左右の４本の脚10を有している。
【００１９】
　本体筒状部７は、上下方向に軸方向を有する有底円筒状に形成されている。つまり、本
体筒状部７は、上面開口状の円筒壁11と、この円筒壁11の下周端部に設けられ水平状に位
置する円形状の底板12とにて構成されている。
【００２０】



(5) JP 2013-17444 A 2013.1.31

10

20

30

40

50

　底板12の一方側である左側には、被皮剥物ａから剥かれた皮を排出するための排出孔部
13が上下面に貫通して形成されている（図７および図８参照）。排出孔部13は、前後方向
に長手方向を有する略矩形状に形成されている。排出孔部13の長辺の長さは、例えば短辺
の長さの約３倍程度である。２本の長辺のうちの底板12の中心側の長辺は前後方向に沿っ
た直線であるが、２本の長辺のうちの底板12の外周側の長辺は底板12の外周方向に沿った
円弧状の曲線である。なお、製造上の容易性から、排出孔部13の形状は、例えば円弧状の
曲線の代わりに、円弧の頂点を結ぶ２本の対角線を有する５角形状等でもよく、或いはそ
の他の多角形状等でもよい。
【００２１】
　また、本体筒状部７の底板12の下面側には、排出孔部13に対応する形状の排出ダクト部
14が取り付けられている。そして、被皮剥物ａから剥かれた皮は、排出孔部13から落下し
て排出ダクト部14内を通って、装置本体２外に排出される。
【００２２】
　なお、底板12の排出孔部13は、従来の円形の孔（例えば直径５０ｍｍ）に比べて大きな
略矩形状の孔であるため、剥かれた皮が詰まって閉塞するようなことがない。
【００２３】
　さらに、本体筒状部７の底板12の中央部には軸挿通用孔部16が形成され、この軸挿通用
孔部16には上下方向の回転軸17が挿通され、この回転軸17の上端部に回転体４が脱着可能
に取り付けられている。この回転体４は、回転軸17に対して工具レスで脱着可能となって
いる。
【００２４】
　そして、回転軸17は、回転中心軸線Ｘからずれた位置に配設された単一の駆動源である
モータ18からの動力を動力伝達手段19を介して受けて、回転体４と一体となって回転中心
軸線Ｘを中心として回転する。動力伝達手段19は、モータ18の出力軸20の上端部に固着さ
れた駆動プーリ21と、回転軸17の下端部に固着された従動プーリ22と、これら両プーリ21
，22に掛け渡された無端状のベルト23とにて構成されている。例えば図示しないが動力伝
達手段19はチェーン式でもよい。
【００２５】
　なお、モータ18、動力伝達手段19および回転軸17にて、回転体４を所定方向（図１等に
示す回転方向）に回転させる回転駆動手段５が構成されている。回転駆動手段５を図示し
ないカバー手段にて覆うようにしてもよい。
【００２６】
　また、本体筒状部７の円筒壁11の内周面の複数箇所、すなわち例えば周方向に１２０度
間隔をおいた３箇所には、筒状体３を定位置に位置決めする回り止め用の位置決め凸部25
が内方に向かって突出状に固設されている。各位置決め凸部25は、断面四角形状の上下方
向長手状のもので、円筒壁11の内周面の上端部から下端近傍にわたって設けられている。
そして、これら位置決め凸部25に筒状体３が脱着可能に取り付けられている。この筒状体
３は、位置決め凸部25に対して工具レスで脱着可能となっている。
【００２７】
　さらに、本体筒状部７の円筒壁11には、皮が剥かれた被皮剥物ａ、つまり皮剥処理済み
の被皮剥物ａを取り出すための取出口部26が前方に向かって開口するように形成されてい
る。また、筒状体３のうち取出口部26と対向する部分にも、皮が剥かれた被皮剥物ａを取
り出すための開口部30が取出口部26と同形状に形成されている。
【００２８】
　本体筒状部７の円筒壁11の外周面から前方に向かって突出する左右１対の支持板部31に
は、取出口部26および開口部30を開閉する中空の湾曲板状の開閉体33がＬ字状の操作レバ
ー軸32を介して上下方向に回動可能に取り付けられている。つまり、開閉体33は、操作レ
バー軸32によって手動操作可能なもので、下方への回動により閉状態となって取出口部26
および開口部30を一斉に閉鎖し、上方への回動により開状態となって取出口部26および開
口部30を一斉に開口させる。
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【００２９】
　そして、開閉体33の開状態時には、皮が剥かれた被皮剥物ａは、それぞれ開口した取出
口部26および開口部30を通って、両支持板部31の下端部間の前下り傾斜状の取出シュート
34上を経て、装置本体２外に取り出される。なお、開閉体33を閉状態にロックするロック
手段（図示せず）が設けられている。
【００３０】
　また、本体筒状部７の円筒壁11の上端部には、筒状体３内に向けて先端噴射口35から水
を噴射する噴射ノズル36が取り付けられている。噴射ノズル36の基端部には、この噴射ノ
ズル36に水を供給する給水ホース37が接続されている。なお、噴射ノズル36の先端噴射口
35は、筒状体３に形成されたノズル用孔部38に対向している。
【００３１】
　さらに、本体筒状部７の円筒壁11の上端縁には、下方に向かって徐々に縮径する逆截頭
円錐面状の案内面40を有する環状の投入シュート41が脱着可能に取り付けられている。投
入シュート41の内部空間が、皮が付いた被皮剥物ａを上面開口部８を通過させて筒状体３
内に投入するための投入口部42となっている。そして、投入口部42は、投入シュート41に
対して脱着可能な開閉蓋43によって開閉可能となっている。開閉蓋43は、円板状の蓋本体
部44と、この蓋本体部44の中央部に設けられた取手部45とを有している。
【００３２】
　筒状体（皮剥ドラム）３は、図９ないし図１２に示されるように、上下方向に軸方向を
有する上下面開口状の円筒状をなす筒状板部51と、この筒状板部51にこの筒状板部51の全
体にわたって分散して位置するように内外面に貫通して形成された上下方向長手状で矩形
状の複数の筒状体孔部52と、筒状板部51のうち各筒状体孔部52に臨んだ部分に内方突出状
に折り曲げにより一体に形成された上下方向長手状の皮剥用の筒状体刃部53とを有してい
る。つまり、筒状体３は、互いに同じ数の筒状体孔部52および筒状体刃部53を有している
。
【００３３】
　そして、筒状体刃部53は、筒状板部51のうち筒状体孔部52に臨んだ部分における、回転
体４の回転方向前側の縁部に形成されている。つまり、筒状板部51における筒状体孔部52
の周縁部のうち回転体４の回転方向前側に位置する一縁部分が、筒状体刃部53となってい
る。
【００３４】
　また、筒状体刃部53は、後述する孔形成装置91による筒状体孔部52の形成の際に、筒状
板部51の一部（孔対向部分）の折り曲げにより形成されたものである。筒状体刃部53は、
図１２に示されるように、筒状板部51のうち筒状体刃部53が形成されていない部分の内面
51aよりも内方に突出して位置する断面三角状の突出部分55を有している。この突出部分5
5の突出寸法Ｔは、例えば０．３ｍｍである。
【００３５】
　さらに、筒状板部51は、内方に向かって湾曲面状に膨出する複数（例えば３つ）の内方
膨出部分57を有し、この内方膨出部分57にも筒状体孔部52および筒状体刃部53がそれぞれ
形成されている。つまり、筒状板部51は、回転体４の回転中心軸線Ｘを中心とする円筒面
に沿って位置する円筒部分56と、この円筒部分56よりも内方に膨出して位置する内方膨出
部分57とにて構成されており、これら両部分56，57に孔部52および刃部53が形成されてい
る。なお、３つの内方膨出部分57は、筒状板部51の周方向に１２０度間隔をおいて位置し
ている。また、皮が剥かれた被皮剥物ａを取り出すための開口部30は、円筒部分56に形成
されている。
【００３６】
　また、筒状板部51の各内方膨出部分57の外面には、互いに離間対向する対をなす外方突
出状の突出板部58が固設されている。両突出板部58の上端部相互が、装置本体２に対する
筒状体３の脱着の際の手掛け部となる上板部59にて連結されている。そして、内方膨出部
分57、両突出板部58および上板部59にて、装置本体２の位置決め凸部25と嵌脱可能に嵌合
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する嵌合凹部60が構成されている。位置決め凸部25と嵌合凹部60との嵌合により、筒状体
３が装置本体２に取り付けられて定位置に位置することとなる。
【００３７】
　なお、図４および図５に示されるように、開閉体33は、それぞれ湾曲板状に形成された
内側板部61および外側板部62を有している。これら内側板部61および外側板部62間には、
空間部63が存在する。内側板部61は、開閉体33の開状態時に、筒状板部51の開口部30に嵌
入してこの開口部30を閉鎖する。この内側板部61には、筒状板部51と同様、筒状体孔部52
および筒状体刃部53と同じ開閉体孔部67および開閉体刃部68が形成されている。外側板部
62は、開閉体33の開状態時に、本体筒状部７の取出口部26を閉鎖するものである。
【００３８】
　回転体（皮剥ディスク）４は、図１３ないし図１８に示されるように、回転駆動手段５
の回転軸17の上端部に脱着可能に取り付けられる取付基部71を有している。取付基部71に
は、回転軸17に対する回転体４の脱着の際に把持される取手部72が脱着可能に取り付けら
れている。取付基部71には、円板状の回転板部73およびこの回転板部73を支持する円形状
の枠部74がそれぞれ脱着可能に取り付けられている。枠部74には、被皮剥物ａから剥かれ
た皮を排出孔部13に向けて掻き寄せる例えばゴム製の掻き寄せ板部75が脱着可能に取り付
けられている。
【００３９】
　また、回転体４は、水平状の回転板部73にこの回転板部73の全体にわたって分散して位
置するように上下面に貫通して形成された径方向長手状で矩形状の複数の回転体孔部77と
、回転板部73のうち各回転体孔部77に臨んだ部分に上方突出状に折り曲げにより一体に形
成された径方向長手状の皮剥用の回転体刃部78とを有している。つまり、回転体４は、互
いに同じ数の回転体孔部77および回転体刃部78を有している。
【００４０】
　そして、回転体刃部78は、回転板部73のうち回転体孔部77に臨んだ部分における、回転
体４の回転方向後側の縁部に形成されている。つまり、回転板部73における回転体孔部77
の周縁部のうち回転体４の回転方向後側に位置する一縁部分が、回転体刃部78となってい
る。
【００４１】
　また、回転体刃部78は、後述する孔形成装置91による回転体孔部77の形成の際に、回転
板部73の一部（孔対向部分）の折り曲げにより形成されたものである。回転体刃部78は、
図１６に示されるように、回転板部73のうち回転体刃部78が形成されていない部分の上面
73aよりも上方に突出して位置する断面三角状の突出部分80を有している。この突出部分8
0の突出寸法Ｔは、例えば０．３ｍｍである。
【００４２】
　さらに、回転板部73は、上方に向かって湾曲面状に膨出する複数（例えば２つ）の上方
膨出部分82を有し、この上方膨出部分82にも回転体孔部77および回転体刃部78がそれぞれ
形成されている。つまり、回転板部73は、水平面に沿って位置する水平部分81と、この水
平部分81よりも上方に膨出して位置する上方膨出部分82とにて構成されており、これら両
部分81，82に孔部77および刃部78が形成されている。２つの上方膨出部分82は、回転板部
73の周方向に１８０度間隔をおいて位置している。また、図１８に示すように、例えば水
平部分81と上方膨出部分82とが別体で、水平部分81の扇状の孔部83に上方膨出部分82が固
着されている。なお、上方膨出部分82が水平部分81に対して脱着可能な構成でもよく、ま
た、水平部分81と上方膨出部分82とが予め一体の構成でもよい。
【００４３】
　また、図１５に示されるように、回転体孔部77は、平面視で回転板部73の周方向に３０
度間隔をおいて位置している。回転体孔部77は、水平部分81では回転板部73の径方向に３
つ並んでいるが、上方膨出部分82では回転板部73の径方向に４つ並んでいる。そして、回
転体孔部77および回転体刃部78は、平面視で、回転中心軸線Ｘを中心として放射状に位置
している。なお、回転体孔部77および回転体刃部78を放射状に設けることが好ましいが、
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周方向の間隔は３０度以外でもよく、また例えば放射状ではなくランダムに設けてもよい
。
【００４４】
　さらに、図８に示されるように、回転体４は、装置本体２の本体筒状部７内において筒
状体３の下端部の下方近傍に回転可能に配設されており、この回転体４と底板12との間の
空間部84に皮が一時的に溜まるようになっている。また、筒状体３と回転体４との間には
、隙間85が存在する。また、筒状体３と本体筒状部７との間には、隙間86が存在する。
【００４５】
　また、筒状体３の筒状板部51、回転体４の回転板部73および開閉体33の内側板部61は、
いずれも例えば金属板であるステンレス板にて構成されている。
【００４６】
　ここで、図１９ないし図２２に示されるように、打ち抜き装置である孔形成装置91は、
各板部51，73，61を構成するステンレス板90に対してパンチ加工を施すもので、パンチ部
92を有するパンチ部品93と、パンチ部92が挿入出されるダイ孔部94を有するダイ部品95と
を備えている。
【００４７】
　パンチ部92は、切欠部96を有する略直方体形状に形成されている。また、ダイ部品95は
、ステンレス板90が載置される板受面部97を上面に有している。この板受面部97は、水平
面状の水平面部分98と、ダイ孔部94側に向かって下り傾斜する細長い傾斜面状の傾斜面部
分99とにて構成されている。
【００４８】
　そして、孔形成装置91を用いて、ステンレス板90にスリット状の孔部101を形成する場
合、まず、図２２の（ａ）に示すように、ダイ部品95の板受面部97の水平面部分98に、ス
テンレス板90を載置する。
【００４９】
　次いで、図２２の（ｂ）に示すように、パンチ部品93の下降でパンチ部92をダイ部品95
のダイ孔部94内に挿入させると、ステンレス板90の一部が打ち抜かれ、スリット状の孔部
101が形成される。この際、ステンレス板90のうち孔部101に臨んだ部分の一部が、ダイ部
品95の板受面部97の傾斜面部分99に押し付けられて傾斜状に折れ曲がる。
【００５０】
　その結果、図２２の（ｃ）に示すように、ステンレス板90には、孔部101および刃部102
が同時に形成される。つまり、ステンレス板90には、矩形状の孔部101の４辺のうちの１
辺（長辺）のみに沿って、刃部102が突出状に形成される。この刃部102の突出寸法Ｔは、
例えば０．３ｍｍであるが、この値に限定されるものではない。
【００５１】
　なお、孔部101が筒状体孔部52、開閉体孔部67および回転体孔部77となり、刃部102が筒
状体刃部53、開閉体刃部68および回転体刃部78となる。
【００５２】
　次に、皮剥装置１の作用等を説明する。
【００５３】
　所定量の複数個の被皮剥物ａは、投入口部42および上面開口部８を通って筒状体３内に
投入され、回転体４にて下方から支持される。
【００５４】
　そして、噴射ノズル36から水が噴射された状態で、回転体４が所定方向に回転すると、
被皮剥物ａは、定位置に位置した筒状体３内において、任意方向に回転しながら姿勢変更
する。
【００５５】
　この際、被皮剥物ａの皮（表皮）は、筒状体刃部53、開閉体刃部68および回転体孔部78
との各接触により、剥ぎ取られる。つまり、被皮剥物ａの皮全体が、これら突出状の刃部
53，68，78によって剥かれる。また、被皮剥物ａは、噴射ノズル36からの水で洗浄される
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。
【００５６】
　また、剥かれて被皮剥物ａから分離した皮は、排水とともに排出孔部13から落下して排
出ダクト部14内を通って、装置本体２外に排出される。
【００５７】
　さらに、皮が剥かれた被皮剥物ａは、開閉体33を開状態とすると、開口した取出口部26
および開口部30から取出シュート34上を通って、装置本体２外に取り出される。
【００５８】
　なお、皮剥作業後の洗浄時には、筒状体３および回転体４を装置本体２の本体筒状部７
内から取り出すことができるため、洗浄作業を容易に行うことが可能である。また、筒状
体３や、回転体４の回転板部（プレート）73は、一定期間の使用後に交換が必要な消耗品
であるが、その交換作業も容易である。
【００５９】
　そして、このような皮剥装置１によれば、筒状体３は被皮剥物ａが投入される筒状板部
51とこの筒状板部51にそれぞれ形成された筒状体孔部52および筒状体刃部53とを有し、か
つ、回転体４は筒状体３内の被皮剥物ａを下方から支持する回転板部73とこの回転板部73
にそれぞれ形成された回転体孔部77および回転体刃部78とを有することから、筒状体３の
内方突出状の筒状体刃部53と回転体４の上方突出状の回転体刃部78とによって被皮剥物ａ
の皮が剥かれるため、従来に比べて、効率よく皮剥作業ができる。
【００６０】
　また、各構成部品の製造時において、１台の孔形成装置91を用いて、筒状体孔部52、開
閉体孔部67および回転体孔部77を形成すると同時に、筒状体刃部53、開閉体刃部68および
回転体刃部78を容易に形成することができ、製造性に優れている。しかも、刃部53，68，
78は板部51，61，73に一体形成されているため、刃部53，68，78が取れてしまうことがな
く、異物混入の不具合を防止できる。
【００６１】
　さらに、筒状板部51は内方に向かって膨出する内方膨出部分57を有し、回転板部73は上
方に向かって膨出する上方膨出部分82を有するため、各膨出部分57，82との接触により被
皮剥物ａが筒状体３内で効率的に姿勢変更することとなり、より一層効率よく皮剥作業が
できる。
【００６２】
　また、筒状体孔部52および筒状体刃部53が内方膨出部分57に形成され、回転体孔部77お
よび回転体刃部78が上方膨出部分82に形成されているため、より一層効率よくかつ適切に
皮剥作業ができる。
【００６３】
　さらに、筒状体３の筒状板部51や回転体４の回転板部73等がステンレス板にて構成され
ているため、錆び等が発生せず、清掃作業も容易である。
【００６４】
　また、従来のような上面をカーボランダム粒子からなるやすり状の面とした回転体（デ
ィスク）では、目詰まりが生じやすいため、大量の水を供給して目詰まり防止を図ってい
るが、孔部52，67，77および刃部53，68，78を形成した構成では、目詰まりが生じにくく
、大量の水を供給する必要がなく、水の使用量を少なくできる。
【００６５】
　なお、上記皮剥装置１の孔部52，67，77および刃部53，68，78の数、配置や形状等は、
任意であり、図示したものには限定されない。すなわち例えば、孔部52，67，77の形状は
、細長い矩形状（スリット状）には限定されず、正方形状や楕円形状等でもよい。
【００６６】
　また、筒状体孔部52および筒状体刃部53が内方膨出部分57に形成されかつ回転体孔部77
および回転体刃部78が上方膨出部分82に形成された構成には限定されず、例えば内方膨出
部分57に筒状体孔部52および筒状体刃部53を形成しない構成や、上方膨出部分82に回転体
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孔部77および回転体刃部78を形成しない構成でもよい。
【００６７】
　さらに、例えば筒状体３の筒状板部51や回転体４の回転板部73を波板形状に形成しても
よい。
【００６８】
　また、例えば刃部53，68，78は、孔部52，67，77に臨んだ部分の一方側のみに形成され
たものには限定されず、例えば孔部52，67，77に臨んだ部分の両側に形成するようにして
もよい。
【００６９】
　さらに、内方膨出部分57や上方膨出部分82の数や形状等も任意であり、例えば内方膨出
部分57や上方膨出部分82有しない構成等でもよい。
【００７０】
　なお、図２３ないし図２６には、他の実施の形態に係る皮剥装置１を示す。
【００７１】
　この皮剥装置１では、孔部52，67，77が、スリット状ではなく、星型多角形状、すなわ
ち例えば１０個（５個や６個、１０個以上でもよい）の角を有する星型多角形状に形成さ
れている。また、孔部52，67，77と刃部53，68，78との数の比が１対１ではなく、１（単
数）対１０（複数）となっている。つまり、１個の星型多角形状の孔部の周囲に１０個の
三角板状の刃部がその孔部を中心として周方向に等間隔で形成されている。
【００７２】
　図２４および図２５には、回転体４の回転板部73に形成された回転体孔部77および回転
体刃部78が図示されているが、筒状体孔部52および開閉体孔部67はその回転体孔部77と同
形状であり、筒状体刃部53および開閉体刃部68はその回転体刃部78と同形状である。
【００７３】
　そして、筒状体孔部52、開閉体孔部67および回転体孔部77となる孔部101や、筒状体刃
部53、開閉体刃部68および回転体刃部78となる刃部102は、前記孔形成装置91とは異なる
孔形成装置（図示せず）によって形成される。
【００７４】
　すなわち例えば、図２６（ａ）に示すように、パンチ部品の下降でパンチ部をダイ部品
のダイ孔部内に挿入させることにより、ステンレス板90の一部を打ち抜いて、星型多角形
状の孔部101を形成する。
【００７５】
　その後、図２６（ｂ）に示すように、ステンレス板90のうち孔部101に臨んだ部分であ
るすべての各角部（平面視で三角形状の部分）を傾斜状に折り曲げて、突出状の刃部102
を形成する。この刃部102の突出寸法Ｔは、例えば０．３ｍｍであるが、この値に限定さ
れるものではない。
【００７６】
　このような他の実施の形態に係る皮剥装置１であっても、従来に比べて効率よく皮剥作
業ができる等、前記一実施の形態と同様の作用効果を奏し得る。
【符号の説明】
【００７７】
　１　　皮剥装置
　３　　筒状体
　４　　回転体
　30　　開口部
　33　　開閉体
　51　　筒状板部
　52　　筒状体孔部
　53　　筒状体刃部
　57　　内方膨出部分
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　67　　開閉体孔部
　68　　開閉体刃部
　73　　回転板部
　77　　回転体孔部
　78　　回転体刃部
　82　　上方膨出部分
　90　　ステンレス板
　91　　孔形成装置
　ａ　　被皮剥物
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